
公共交通を取り巻く現状
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令和５年（２０２３年）７月６日

播磨町

資料２

播磨町マスコットキャラクター
「いせきくん」と「やよいちゃん」



○ 播磨町は、兵庫県南部の中央に位置し、神戸中心
部から西側に直線距離で約30㎞の臨海部にあり、
南は瀬戸内海、東は明石市、西と北は加古川市に
それぞれ接している。

○ ＪＲ土山駅と山陽電鉄播磨町駅の2駅があり、神戸
から40分、姫路から30分の位置にある。

○ 面積は9.13㎢と兵庫県で最も小さい自治体である。

（１）播磨町の位置
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１．地勢

●播磨町の位置

出典：播磨町都市計画マスタープラン（令和4年（2022年）3月策定 播磨町）



○ 町の北部、中部は住居系、埋め立て地を含む
南部は工業系、駅周辺や幹線道路沿道の一部
は商業系の土地利用となっている。

○ 大規模な森林はないものの、公園・緑地、農
地、河川、ため池、海辺といった個性的な自
然環境が豊富にある。

○ 臨海部には、播磨灘の埋め立てにより、新島
および東新島の一部が形成されており、町域
の3割を占めている。

（１）土地利用状況
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２．土地利用状況

●土地利用現況（平成26年（2014年）時点）

出典：播磨町都市計画マスタープラン（令和4年（2022年）3月策定 播磨町）



（２）公共施設の立地状況
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２．土地利用状況

●播磨町役場

○ 役場周辺は、図書館・中央公民館・福祉会
館が立地している。

○ 南大中には、保健・福祉施設（健康いきい
きセンター・デイサービスセンター・福祉
しあわせセンター）が集積配置されている。

○ 町内には、多くの公園施設や文化施設、ス
ポーツ施設などの公共施設が配置されてい
る。

●公共施設の立地状況

出典：播磨町公共施設等総合管理計画（個別計画）（令和3年（2021年度）3月 播磨町）



○ 買い物施設は、ＪＲ土山駅南側に複合商業
施設（BiVi土山）が立地し、町内各地に食
品スーパーマーケット（6施設）やドラッグ
ストアー（5施設）が立地している

○ 医療施設は、ＪＲ土山駅南側に病院（はり
ま病院）が立地し、町内各地に診療所（35
施設）が立地している。

○ 金融機関は6施設、郵便局は3施設が町内に
立地している。

（３）主な施設の立地状況

5

２．土地利用状況

●複合商業施設（BiVi土山）

●主な施設の立地状況



○ 人口は、平成7年（1995年）以降ほぼ横ばいで、令和2年（2020年）では33,604人となっている。
○ 今後も生産年齢人口（15～64歳）の減少とともに、人口が減少するものと予測され、将来はさらに
高齢化が進行するものと予測されている。

（１）人口の推移
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３．人口

出典：国勢調査（昭和55年（1980年）～令和2年（2020年））、国立社会保障・人口問題研究所による人口推計結果
（平成30年（2018年）3月推計）（令和7年（2025年）以降が該当）

●年齢3区分別人口の推移と将来推計

17 20 22 24 24 23 21 20 19 19 19 18 178 8 6 6 5 5 5 5 5 5 5 4 4

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老齢人口（65歳以上）

77 79 65 59 54 51 48 49 48 48 46 44 43 42 

172 199 219 243 239 230 214 203 193 194 191 185 173 164 

16 
19 24 

34 44 55 70 84 92 88 86 85 89 90 265

298 308
336 338 335 332 337 336 330 323 314 305 296

0

50

100

150

200

250

300

350

400

昭
和
5
5
年

（1
9
80
）

昭
和
6
0
年

（1
9
85
）

平
成
2
年

（
19
9
0）

平
成
7
年

（
19
9
5）

平
成
1
2
年

（2
0
00
）

平
成
1
7
年

（2
0
05
）

平
成
2
2
年

（2
0
10
）

平
成
2
7
年

（2
0
15
）

令
和
2
年

（
20
2
0）

令
和
7
年

（
20
2
5）

令
和
1
2
年

（2
0
30
）

令
和
1
7
年

（2
0
35
）

令
和
2
2
年

（2
0
40
）

令
和
2
7
年

（2
0
45
）

将来推計人口

播
磨
町
の
人
口
推
移
・
将
来
推
計
人
口
（
百
人
）



29.1 26.6 20.9 17.7 16.0 15.1 14.4 14.6 14.2 14.7 14.3 14.1 14.1 13.6 

65.0 66.9 
71.2 72.3 70.9 68.6 64.6 60.2 57.5 58.6 59.1 58.8 56.8 53.9 

5.9 6.5 7.8 10.0 13.1 16.3 21.0 25.0 27.3 26.7 26.6 27.1 29.0 29.4 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

昭
和
5
5
年

（
1
9
8
0
）

昭
和
6
0
年

（
1
9
8
5
）

平
成
2
年

（
1
9
9
0
）

平
成
7
年

（
1
9
9
5
）

平
成
1
2
年

（
2
0
0
0
）

平
成
1
7
年

（
2
0
0
5
）

平
成
2
2
年

（
2
0
1
0
）

平
成
2
7
年

（
2
0
1
5
）

令
和
2
年

（
2
0
2
0
）

令
和
7
年

（
2
0
2
5
）

令
和
1
2
年

（
2
0
3
0
）

令
和
1
7
年

（
2
0
3
5
）

令
和
2
2
年

（
2
0
4
0
）

令
和
2
7
年

（
2
0
4
5
）

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老齢人口（65歳以上）

播
磨
町
の
年
齢
階
層
別
人
口
の
割
合

将来推計人口

○ 高齢化率（65歳以上人口割合）は増加傾向にあり、令和2年（2020年）時点で27.3％と、超高齢社会
（高齢化率が21％以上）に突入している。

○ 年少人口（0～14歳人口割合）は減少傾向にあり、令和2年（2020年）時点では14.2％である。今後
も少子高齢化が進行するものと予測されている。

（２）年齢階層別人口割合の推移
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３．人口

出典：国勢調査（昭和55年（1980年）～令和2年（2020年））、国立社会保障・人口問題研究所による人口推計結果
（平成30年（2018年）3月推計）（令和7年（2025年）以降が該当）

●年齢3 区分別人口の推移と将来推計



○ 人口ピラミッドによる年齢階層別比較を見ると、年少人口や生産年齢人口のうち、0歳から34歳及び
50歳から59歳の人口が減少しており、65歳以上の人口が増加している。

（３）年齢階層別人口の推移
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３．人口
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●人口ピラミッドによる年齢階層別比較



○ 町丁目別の人口を見ると、二子が
2,023人と最も多く、次いで上野添一
丁目が1,511人、北野添二丁目が1,481
人、古田二丁目が1,126人、南野添二
丁目が1,014人である。

○ 500人以上の町丁目別の人口は、町内
各地で見受けられる。

（４）人口分布
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３．人口

出典：国勢調査（令和2年（2020年））
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（５）人口密度
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３．人口

出典：国勢調査（令和2年（2020年））

○ 町丁目別の人口密度を見ると、北部地
域の土山駅周辺の町丁目及び中部地域
の山陽電鉄播磨町駅周辺や西側等にお
いて、人口密度が高い。

ＪＲ土山駅

山陽電鉄播磨町駅



（６）高齢者割合
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３．人口

出典：国勢調査（令和2年（2020年））

○ 町丁目別の高齢者割合を見ると、40％
を超過している町丁目が見受けられる。

○ 北古田一丁目は約52.4％と最も高く、
次いで宮北一丁目が約45.4％、古宮七
丁目が約42.5％、本荘四丁目が約
42.2％、東野添一丁目が40.6％である。

北古田一丁目

宮北一丁目

古宮七丁目

本荘四丁目

東野添一丁目



○ 東西方向は、国道250号（明姫幹線）が町域中
央を、県道明石高砂線（旧浜国道）が町域南
部を通っており、東は明石市・神戸市と、西
は姫路市・加古川市と結んでいる。

○ また、町域北側は、近接して国道２号と国道
２号（加古川バイパス）が通っている。

○ 南北方向は、県道本荘平岡線が西側の加古川
市より国道250号（明姫幹線）を経由し、県道
明石高砂線に接続している。

（１）道路ネットワーク
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４．まちづくり

●道路ネットワーク

出典：播磨町都市計画マスタープラン（令和4年（2022年）3月策定 播磨町）



○ 播磨臨海地域道路は、播磨臨海地域を東西に結ぶ新たな路線で、国道2号バイパスの渋滞解消、災害
時の代替手段の確保とともに、ものづくり拠点である播磨臨海地域の発展に必要な道路である。

○ 播磨臨海地域道路は延長約50kmの道路だが、このうち、第二神明～広畑に至る区間を「当面、都市
計画・環境影響評価を進める区間」として設定し、国が都市計画・環境影響評価手続きを進めてい
る。

（２）播磨臨海地域道路

13

４．まちづくり

●播磨臨海地域道路のルート帯案

出典：兵庫県ホームページ



○ 鉄道は、ＪＲ山陽本線（ＪＲ神戸線）と山陽電鉄本線が東西方向に通っており、ＪＲ土山駅、山陽電
鉄播磨町駅の２駅がある。

○ 路線バスは、ＪＲ土山駅の北口を起終点とした稲美町や明石市と結ぶ路線、南口を起終点とした新島
方面や加古川市を結ぶ路線がある。

○ 乗用タクシーは、ＪＲ土山駅、山陽電鉄播磨町駅にタクシー乗り場があり、他の公共交通機関が運行
していない時間帯における住民の移動、及び来訪者の移動等の即時対応可能な移動手段としての役割
を担っている。

○ 加古川市コミュニティバス「かこバス」の一部路線がＪＲ土山駅南口に乗り入れている。

（１）公共交通ネットワーク
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５．公共交通の概況

●ＪＲ土山駅

●山陽電鉄播磨町駅

●山陽電鉄●ＪＲ西日本

●乗用タクシー（土山駅南口）●神姫バス（土山駅南口）
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５．公共交通の概況

●播磨町における公共交通ネットワーク
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○ 令和3年度（2021年度）の乗車人数は、ＪＲ土山駅が4,255千人/年、山陽電鉄播磨町駅が796千人/日
である。

○ ＪＲ土山駅及び山陽電鉄播磨町駅ともに、平成31年度（2019年度）までは概ね横ばいで推移してい
たが、令和2年度（2020年度）には、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響により、ＪＲ土山
駅及び山陽電鉄播磨町駅ともに約2割減少している。

（２）鉄道利用者の推移
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５．公共交通の概況

●鉄道利用者の推移

出典：播磨町統計書（各年度版 播磨町）
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○ 播磨町内を運行する路線バスの乗車人数は、令和2年度（2020年度）が約46千人/年である。
○ 平成17年度（2005年度）から平成28年度（2016年度）にかけて減少傾向が続き、平成28年度（2016
年度）から平成31年度（2019年度）にかけて概ね横ばい傾向にあったが、新型コロナウイルス感染
症の拡大による影響により、令和2年度（2020年度）は約2割減少している。

（３）路線バス利用者の推移
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５．公共交通の概況
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●路線バス利用者数の推移

出典：播磨町統計書（各年度版 播磨町）



○ 町内の「東野添2丁目」、「北野添2丁目」、「播磨町駅南」、「本荘東」の4停留所及び播磨町域に
隣接する「国道土山」、「土山」の2停留所におけるバスサービス水準を以下に示す。

（４）路線バスサービス水準
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５．公共交通の概況
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○ 通勤時間帯や帰宅時間帯に
おいて、土山駅南口と新島
方面を結ぶ路線が概ね2～5
便/時運行している。

○ 昼間時間帯では、バスが運
行していない時間帯が見受
けられる。

○ 土山駅南口と加古川駅を結
ぶ路線が運行しており、概
ね2時間に1便程度の運行と
なっている。

【東野添2丁目停留所】

【北野添2丁目停留所】

出典：神姫バス株式会社ホームページ
（令和5年（2023年）6月20日現在）

31系統： 東加古川駅⇔別府駅⇔北本荘⇔播磨
町駅⇔土山駅南口

32系統： 土山駅南口⇔播磨町役場前⇔新島中
央公園前⇔土山駅南口

32系統： 播磨町駅⇔播磨町役場前⇔新島中央
公園前⇔播磨町役場前⇔土山駅南口、
土山駅南口⇔播磨町役場前⇔新島中
央公園前⇔播磨町役場前⇔播磨町駅
⇔土山駅南口

34系統： 県立加古川医療センター⇔東加古川
駅⇔別府駅⇔北本荘⇔播磨町駅⇔土
山駅南口

13系統： 加古川駅⇔国道新在家⇔城の宮⇔土
山駅南口
加古川駅⇔東加古川駅⇔城の宮⇔土
山駅南口
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５．公共交通の概況

○ 土山駅南口と東加古川駅・
加古川医療センターを結ぶ
路線を朝から夕方にかけて
運行している。

○ 運行時間帯内において、バ
スが運行していない時間帯
が見受けられる。

○ 土山駅南口と新島方面を結
ぶ路線が運行しており、通
勤時間帯や帰宅時間帯にお
いて運行便数が多い。

○ 昼間時間帯では、バスが運
行していない時間帯が見受
けられる。
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【本荘東停留所】

【播磨町駅南停留所】

出典：神姫バス株式会社ホームページ
（令和5年（2023年）6月20日現在）

31系統： 東加古川駅⇔別府駅⇔北本荘⇔播磨
町駅⇔土山駅南口

34系統： 県立加古川医療センター⇔東加古川
駅⇔別府駅⇔北本荘⇔播磨町駅⇔土
山駅南口

32系統： 土山駅南口⇔播磨町役場前⇔新島中
央公園前⇔土山駅南口

32系統： 播磨町駅⇔播磨町役場前⇔新島中央
公園前⇔播磨町役場前⇔土山駅南口、
土山駅南口⇔播磨町役場前⇔新島中
央公園前⇔播磨町役場前⇔播磨町駅
⇔土山駅南口
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５．公共交通の概況

○ 土山駅（北口）と大久保
駅・明石駅（ともに明石
市）を結ぶ路線が運行して
おり、概ね1～2便/時運行し
ている。

○ 土山停留所は、土山駅（北
口）と上新田北口・母里方
面（ともに稲美町）を結ぶ
路線が運行している。

○ 昼間時間帯では、バスが運
行していない時間帯が見受
けられる。
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合計28便/日

運行本数（便/時）

【国道土山停留所】

【土山停留所】

出典：神姫バス株式会社ホームページ
（令和5年（2023年）6月20日現在）

1系統： 土山駅⇔国道大久保⇔西明石駅
⇔明石駅
土山駅⇔大久保駅⇔西明石駅⇔
明石駅

2系統： 土山駅⇔天満小学校⇔稲美町役
場前⇔上新田北口

3系統： 土山駅⇔母里農協前⇔母里
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（16,696人）
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（13,301人）

（n=31,355）

○ バス事業者は、乗務員に必要な大型自動車第二種免許証の保有者及び新規取得者の減少や高齢化の
進行により、乗務員が慢性的に不足している。

○ この乗務員不足に対応できない場合、バス路線の規模を乗務員数に応じた路線規模に縮小せざるを
得なくなることが想定され、町内の路線においてもさらなる減便や廃止になることが懸念される。

○ 兵庫県における大型自動車第二種免許証保有者は減少傾向にあり、保有者数の半数以上が60歳以上
となっている。

（５）バス乗務員の状況
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５．公共交通の概況

●兵庫県における大型自動車
第二種免許証保有者の年齢
構成

出典：運転免許統計（令和4年度
（2023年度）版警察庁）

●兵庫県における大型自動車第二種免許証保有者数及び新規取得者の推移

出典：運転免許統計（平成23年度（2011年度）版～令和4年度（2023年度）版警察庁）
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○ 住民にとって必要不可欠な生活バス路線の維持確保を図るため、町内を運行する路線バス事業者に
補助金を交付している。

○ 令和4年度は、年間約680万円（住民1人あたり約195.8円/年）を負担しており、近年は負担額が増加
傾向にある。

○ この負担金だけで、町内を運行する路線バスの赤字を全て補うものではなく、路線バス事業者も多
額の赤字を負担し、運行を続けている。

（１）地方バス等公共交通維持対策事業

22

６．公共交通に関する取組み（町事業）

●地方バス等公共交通維持対策事業補助金の推移
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出典：播磨町資料



○ 平成28年度（2016年度）に事業を開始し、妊婦が安心してかかりつけ医療機関での出産が迎えられ
るよう、出産時に産科医療機関まで利用したタクシー費用の一部（上限2,000円）を助成。

○ 令和5年度（2023年度）からは、対象者を妊産婦に拡大し、出産時だけでなく妊婦健診、産後健診、
乳幼児健診にも使用できるように、事業内容を変更。また、助成券を8,000円分（500円×16枚）に
拡充し、利用しやすい制度に見直している。

○ 令和4年度（2022年度）は利用者がなく、事業開始した平成28年度（2016年度）以降は、年間10人以
下で推移している。

（２）はりまこうのとりタクシー事業
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６．公共交通に関する取組み（町事業）

出典：播磨町資料

●はりまこうのとりタクシー事業における交付・利用状況の推移

（単位：人/年度）

平成28年度
（2016）

平成29年度
（2017）

平成30年度
（2018）

平成31年度
（2019）

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

利用者数 8 5 7 4 4 6 0



○ 令和2年度（2020年度）に事業を開始し、75歳以上の高齢者の方の移動を支援するため、タクシー料
金助成券6,000円分（500円×12枚）を交付している。

○ 令和5年度（2023年度）からは、要介護・要支援認定を受けた方も新たに対象としている。
○ 令和4年度（2022年度）は、対象者4,889人に対して交付者が3,598人であり、7割以上の方が交付を
受けており、交付者のうち、約48％の方が利用している。

（３）高齢者タクシー券交付事業
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６．公共交通に関する取組み（町事業）

出典：播磨町資料

●高齢者タクシー券交付事業における交付・利用状況の推移

（単位：人/年度）

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

対象者数 4,540 4,733 4,889

交付者数 2,908 3,297 3,598

交付率 64.1% 69.7% 73.6%

使用率 29.6% 45.6% 47.2%



○ 第５次播磨町総合計画（令和3年（2021年）2
月策定）は、播磨町の10年後の将来像「いい
とこいっぱい！ 笑顔いっぱい！ みんなでつ
くる ふるさと はりま」の実現に向けた3つの
基本政策と6つの方向性を定めている。

○ 基本政策2：身近な自然環境と快適な住環境が
調和したふるさとのうち、方向性①：うるお
いのあるまちへ（都市基盤・住環境）の中で、
まちづくり分野「公共交通の維持･確保」を挙
げており、まちづくり分野の目指すべきビ
ジョン（将来像）「地域公共交通を維持し、
誰もが安心して外出できるまちづくり」を示
している。

（１）第５次播磨町総合計画

25

７．上位・関連計画

出典：第５次播磨町総合計画（令和3年（2021年）2月策定 播磨町）

●第５次播磨町総合計画における将来像の実現に向けた基本
政策・方向性とこれらを構成するまちづくり分野の体系図

●第５次播磨町総合計画
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７．上位・関連計画

出典：第５次播磨町総合計画（令和3年（2021年）2月策定 播磨町）

●まちづくり分野「公共交通の維持･確保」における目指すべきビジョン（将来像）と施策展開の方向性



○ 播磨町都市計画マスタープラン（令和4年（2022
年）3月策定）は、第５次播磨町総合計画が掲げる
将来像を踏まえ、都市づくりの目標「未来につなが
る持続可能なまちづくり みんなでめざす 住みよい
はりま」を定め、その実現に向けた6つの都市づく
りの基本方針を設定している。

○ 将来都市構造は、播磨町の将来の姿を示すものとし
てその地域にふさわしい土地利用の方向を示す「エ
リア」、都市機能の中心的役割を果たす「拠点」と
それらを結びつける「軸」の３つの要素により表し
ており、地域特性を生かしたエリア（土地利用）を
ベースに、拠点に様々な都市機能を集約させ、軸に
より連携を図る形の都市構造を目指すとしている。

○ 6つの都市づくりの方針のうち、「都市交通に関す
る方針」において、公共交通として鉄道とバスの取
組みの方向性が示している。

（２）播磨町都市計画マスタープラン
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７．上位・関連計画

出典：播磨町都市計画マスタープラン（令和4年（2022年）3月策定 播磨町）

●播磨町都市計画マスタープランにおける
将来都市構造図

●播磨町都市計画マスタープラン
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７．上位・関連計画

出典：播磨町都市計画マスタープラン（令和4年（2022年）3月策定 播磨町）

●都市づくりの方針「都市交通に関する方針」における
公共交通として鉄道とバスの取組みの方向性

●都市交通の方針図


